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 中心体は、成熟中心小体と未熟中心小体を含む細胞内小器官で、微小管形成中心とし
て機能する。中心小体は１細胞周期あたり1度だけ複製される。中心小体複製後の細胞
は、2つの未熟中心小体を含む4つの中心小体を有する。細胞分裂の際、娘細胞に成熟・
未熟中心小体１つずつが分配される。中心体の異常は様々な癌で指摘されているがヒト
皮膚癌では十分に検討されていなかった。本研究ではヒト表皮、ボーエン病、有棘細胞
癌において、未熟中心小体特異的なcentrobinと、成熟中心小体特異的なODF2の染色を通
じ、中心小体の数と複製状態、細胞周期との関連について解析した。 
 まず、正常ヒト表皮にて、抗centrobin抗体と抗Ki-67抗体で免疫蛍光染色を行なった。
表皮は基底層でのみ細胞が増殖する。基底上層の細胞は非増殖性であり中心小体は複製
されていないはずであるため、centrobin陽性点が1点の細胞（CTRB1+ cells）が多いと予
想したが、基底上層ではKi-67陰性にも拘わらず、centrobinが2点陽性の細胞（CTRB2+ 
cells）が 大多 数で あった。重層培 養し たヒ ト初 代表 皮角化細胞（human primary 
epidermal keratinocytes: HPEKs）でも、基底上層はすべてKi-67陰性のCTRB2+ cellsで
あった。一方、単層培養したHPEKsや、重層培養したHPEKsの基底細胞では、Ki-67陰性
細胞はほぼCTRB1+ cellsであった。CTRB2+ cellsの中心小体数を確認するために、全ての
中心小体に局在するcentrin3とGFPとの融合タンパクを発現させたHPEKsを重層培養し、
抗centrobin抗体で染色したところ、基底上層のCTRB2+ cells でcentrin3-GFPが4点陽性の
細胞を認めた。以上より、表皮の基底上層細胞では、非増殖性であるにも拘わらず中心
小体が複製されている可能性が示された。 
 次に、ボーエン病と有棘細胞癌を解析したところ、Ki-67陽性のCTRB1+/CTRB2+ cellsや
Ki-67陰性のCTRB1+/CTRB2+ cellsなどが混在していた。腫瘍組織には、増殖性細胞のみな
らず、正常表皮の分化した基底上層細胞と同様の、非増殖性のCTRB2+ cellsも含まれるこ
とが示された。ボーエン病組織ではclumping細胞と呼ばれる多核の異常角化細胞の出現
が特徴的であるが、その発生機序は明らかではない。Clumping細胞では過剰な中心小体
を有する細胞が多数を占め、centrobin陽性点とODF2陽性点の数の比率は1:1 から2:1 で
あった。Clumping細胞における過剰中心小体は、一つの成熟中心小体から多数の未熟中
心小体が複製されたのではなく、細胞分裂の失敗を繰り返したことにより生じたと考え
られた。  
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